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・　C－47 乳児服設計に 関す る基礎的研究（ 第３報 ）乳児の成長量の変 異につい て

実践女大家 政　 ○ 飯塚 幸子　 お茶の水女大家 政　 天野節子　 石井万 津子

青山学院女短 大　 磯谷藤 枝
目的　 第１報におい て乳児期 の成長が急速であることを述 べた。第 ３報では 第１報

と同じ資料の中に同一個体 の追 跡による資料が若干含 まれてい たので、縦断的方 法に

より成 長の個体差、すなわち成 長量の変異につい て考察を 試みた。

方 法　 資料は第１報におけ ると同一の乳児1316 名中から選び出した男児138 名、 女

児106 名、 計244 名であ る。今 回資料は２回以上継続し て得た追跡資料と母子手帳に

記 載されてい る出 生時計測値を 加え て使用した。　計測臼は 誕生日を原則とした力八　そ

れは 必ずしも守られなかった ので満月令±2 日として修正を行った。　また成長量の分

布は 正規型に近い ものとみなし て統計処理を行い 月令間の成長量、お よび３か月ごと

の成長量の変異を検討した。研究項目は、身 長・下肢長 ・上肢 長・頭囲 、胸囲・体重

の６項目 であ る。
結果　1 ）相隣 る月 令間の平均成長量が最大値を示す時 期は 男女ともに、６項目い ず

れも0 ～2 か月の間にあ る。　2）成長量のばらつ きの幅が最も大きい 月令期は男女とも

に 、胸囲以外の５項目では0 ～2 か月の間にあり、胸囲ではかなりお くれる。　3）12か

月を４期（0 ～3 か月、 ３～6  か月、６～９か月、9 ～12 か月 ）に区分した場合の、

各月令期におけ る最初の月令の計測値と、 その後３か月間の成長量との 相関につい て

は、身長・下肢長・ 上肢長・頭囲・胸囲の５項目は男女とも 第１期で 中程 度の負の 相

関を示すのみであ る。

10月３日出 第７会場　午前8:30 ～12: 00

C －48　日本在来織布の研究（ 第４報 ） 一一 藤布について一

鹿児島大教育　小林孝子

目的　生活 の近代化につ れて，民俗服飾は急 速に滅亡の途上 にあD) ，その保存・記

録が望まれてい る。近年 私は，日本在来織布について調 査・記録を行ない，すでに数

地区の葛布，阿波の太布左どについ て報告してきたが，今回は藤布につい て発表する

方法　 藤布の紡織工程の撮影記録,   お よび現存の藤布 ■藤衣について織の密 度の測

定, また藤布の用途左ど。　　　　　　　　　　　　，

結果　 藤布も地域にX. って，材料の採集・ 紡織の技法・織布の用途左どに類 似や差

異が認められたがJ また一方，生活 用具の中には太布と同様の用途をもつ ものも見出

さ れた。


